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衆議院事務局における文書管理の現状について

平成２０年９月２５日

第１ 衆議院事務局が保有する文書の分類

第２ 会議に関する文書の種類、管理等について

第３ 議院行政文書の管理等について

第４ 憲政記念館及び資料課の事務分掌と文書の移管について
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第１ 衆議院事務局が保有する文書の分類

１ 会議に関する文書

２ 議院行政文書

第２ 会議に関する文書の種類、管理等について

１ 会議に関する文書の種類

ア 会議録、議案等の文書

会議録（本会議録）

委員会議録

議事総覧（※１）

議事日程本書

議席関係

議決原本（※２）

衆議院公報

その他

※１ 参議院関係のものを除き、議員に配付される議案、質問、請願、報告書、公報、

会議録、議事に密接に関係する印刷物の全部を所定の順序で会期ごとに編集・製

本したもの （参考 参照）。

※２ 提出・送付された議案、本会議における議決通知、委員会報告書、内閣等から提

出された報告書などの原本・写し・印刷物を、一の会期ごとに整理・製本したも

の。

イ 会議の運営及び調査に関する文書

委員会日誌

議員等からの調査依頼に対する回答文書

その他

２ 会議に関する文書の管理等

【根拠法】

「両議院は、各々その会議の記録を保存し、秘密会の記録の中で特に秘密を要

すると認められるもの以外は、これを公表し、且つ一般に頒布しなければな

い （憲法第５７条第２項）。」

「会議録は、議長又は当日の会議を整理した副議長若しくは仮議長及び事務総
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。」（ ）長又はその代理者がこれに署名し議院に保存する 衆議院規則第２０５条

「委員会議録は、委員長及び理事がこれに署名し、議院に保存する （衆議院。」

規則第６２条）

ア 憲法、衆議院規則に規定されているものは会議録であるが、会議関係の文書

は原則、永久保存としている。

管理場所については、本会議録及び委員会議録の本書並びに帝国議会の議事

録、議事速記録、委員会議録及びその他の文書は、資料課書庫にて保存容器に

保管して、保存している。

議員室及び職員等に利用される会議録、議事総覧等は、資料課の書庫、その

他の議事日程本書、議決原本などの文書は、担当課の書架又は倉庫で管理して

いる。

イ 請願に関する文書は例外であり、採択された請願は各府省に送付するが、審

査未了のものは請願課倉庫で原本５年、署名１年保存としている。

陳情書、意見書については、原本５年保存としている。

ウ 会議の運営及び調査に関する文書は、調査局及び会議運営担当課において、衆

議院事務局文書取扱規程の例により管理されている。

３ ＩＴ化及びデジタルアーカイブ化について

会議に関する文書は、法律案等の国会提出文書、会議録などすべて文書（紙ベ

ース）となっているため、ＩＴ化にはなじまない。

デジタルアーカイブに関しては、国会会議録検索システムが運用されており、

昭和２２年の第１回国会以降の本会議、すべての委員会等の会議録を閲覧するこ

とができる。

まもなく帝国議会会議録についても完成の予定で、何人も全ての会議録にアク

セスすることができることとなる。

なお、衆議院ホームページから本会議、委員会の審議中継にアクセスすること

ができる。

４ 文書の利活用について

会議に関する文書は概ね現用文書であり、各課室は所掌事務に関する過去の先

例等を調査するため、文書を課内の書架で管理することが多く、事務局以外のも

のの利用は難しい。

資料課は、衆議院で配付されるすべての文書が管理・保存されているので、議

員、職員等であれば借り出すことができる。
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第３ 議院行政文書の管理等について

１ 議院行政文書の定義

人事、会計等の行政事務の遂行上作成又は取得した文書、図画及び電磁的記録

（電子的方式、磁気的方式その他人の知覚によっては認識することができない方

式で作られた記録をいう ）であって、職員が組織的に用いるものとして事務局。

が衆議院事務局文書取扱規程で管理している。

衆議院の情報公開制度の対象文書である。

２ 議院行政文書の管理等

衆議院事務局文書取扱規程で管理する文書は、各課室に置かれる文書取扱責任

者（課長等）等が、文書の整理、利用、保存、廃棄に関する事務を行っている。

文書は文書ファイルにまとめて管理し、その情報は文書管理システムに登録さ

れ、組織的かつ体系的に管理されている。

保存期間を満了した文書ファイルは廃棄するが、必要があれば保存期間を延長

。 、 、する また 文書取扱責任者が憲政記念館で保存することが適当と認めた文書は

衆議院事務局文書取扱規程第４４条により憲政記念館へ移管する。

３ ＩＴ化について

人事、会計等の文書はＩＴ化に相応しいものであるので、積極的に取り組んで

いる。今後、府省共通の文書管理システムを導入し、文書の電子的記録管理をし

ていく予定である。

４ 文書の利活用について

保存された文書は、各課によって利活用されている。
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第４ 憲政記念館及び資料課の事務分掌と文書の移管について

１ 憲政記念館の設立目的及び事務分掌

憲政記念館は、昭和４５年に我が国の議会開設８０周年を迎えた際、議会制民

主政治の発展に資するため設立された。

憲政に関する文献、資料の収集、保管及び公開展示を行っている。

憲政記念館の収蔵庫は、室温２０度、湿度５０％で管理されている。

２ 資料課の事務分掌

会議録 議事録 議事速記録 委員会議録 議事総覧 国会に関する公文書 事、 、 、 、 、 （

務局に関する公文書を除く ）等の保存を行う。。

３ 文書の移管

各課室の文書取扱責任者が憲政記念館で保存することが適当であると認める文

書ファイルがあるときは、次の手順で移管する。

【手順】

その旨を記した書面を、文書課長に提出する。

↓

文書課長は、これをとりまとめ憲政記念館資料管理課長に提出する。

↓

、 。資料管理課長は 文書ファイルを調査し憲政記念館に移管する文書を特定する

↓

移管される文書が特定されたときは、各課室の文書取扱責任者は、移管される

文書をまとめた文書ファイルを作成し、資料管理課長に移管する。

↓

文書ファイルの移管が終了したときは、資料管理課長はその旨を文書課長に報

告する。

４ 今後の課題

ア 各課室で管理している文書は、各課室において現用文書という認識が強く、

憲政記念館への移管が進まない現状がある。

イ 現在、研究者を交えて、事務局が有する文書を憲政記念館に移管する調査を

行っている。

ウ 資料課と憲政記念館の事務分掌を整理する。
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５ 国立公文書館への移管について

会議に関する文書は、法規により移管は難しい。

議院行政文書については、協議していきたい。



憲森揺番
寵とも曇レ事殻穀革隷犠轟畿零

百
六
十
九
回

議
院
公
報
　
第
五
号

外
務
省
職
員
の
長
期
欠
勤
に
対
す
る
外
務
省
の
対！
応
に
関
す
る
質
問
主
意
書

（鈴
木
宗
男
君
提
出
、

質
問
第
四
号
）

国
連
事
務
総
長
主
催
つ
コ
ン
サ
ー
ト
に
お
い
て！
日
本
務
呼
称
問
題
等
に
触
れ
な

パ
ン
フ
レ
ツ
ト
が
配
布
さ
れ
た
件
に
関
す
る
質
問
主
意
書

（鈴
木
宗
身
君
提

出
、

質
問
第
五
号
）

沖
縄
戦
に
お
け
る
集
団
自
決
に
対
す
る
防
衛
研
究
所
の
認
識
に
関
す
る
質
問
主

意
書
（鈴
木
宗
男
君
提
出
、

質
問
第
六
号
）

外
務
省
に
お
け
る
．ヮ

イ
ン
の
管
理
方
法
に
関
す
る
質
問
主
意
書

（鈴
木
宗
男
計

提
出
、

質
問
第
七
号
）

鞘
失
ｔ
た
在
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
大
使
館
配
置
の
日
本
画
に
つ
い
て
の
外
務
省
の

対
応
と
国
民
の
税
金
で
購
次
し
た
美
術
品
に
対
す
る
外
務
省
の
認
識
に
関
す
る

質
問
主
意
書
（鈴
木
宗
男
君
提
出
、

質
問
第
八
号
）

外
務
省
の
竹
島
問
題
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
国
民
へ
の
説
明
責
任
に
関
す

る
質
問
主
意
書
（鈴
木
宗
男
君
提
出
、

質
問
第
九
号
）

肝
炎
被
害
者
救
済
策
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

（山
井
和
則
君
提
出
、

資
岡
第

配

付

∩
】
言
箱
嗣
戦
付

　
今
二
十
二
日
次
の
書
類
を
文
書
函
に
配
付
し
た
。

！官
報
　
第
四
七
五
二
号
盆

月
二
十
三
Ｂ
付
）

同
　
コ百
外
　
第

一
一
号

合
一分
冊
Ｘ

一
月
二
十
三
日
付
）

同
　
口百
外
　
政
府
調
達
第

一
一
号
公

月
二
十
三
日
付
）

午
前
九
時
三
十
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！

衆
議
院
ネ
会
議
速
記
録
（速
報
版
Ｘ

一
月
二
十
二
日
付
）

午
前
十
時
三
十
分

　

　

！

宮
古
島
「バ
イ
オ

エ
タ
ノ
ー

ル

一
ア
イ
ラ
ン
ド
構
想
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書

（照
屋
寛
徳
君
提
出
、

質
問
第

一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

個
連
の
先
住
民
族
権
利
宣
音
を
受
け
て
の
我
が
国
政
府
の
取
り
組
み
に
関
す
る

質
問
主
意
書

（鈴
木
宗
男
君
提
出
、

質
問
第
二
号
）

北
方
領
土
返
還
要
求
行
進
に
対
す
る
外
務
省
の
関
与
並
び
に
認
識
に
鵠
す
る
質

問
主
意
書
（鈴
木
宗
男
君
提
出
、

質
問
第
二
号
）

一
〇
号
）

「ね
ん
せ
ん
特
別
便
」
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

（山
井
和
則
君
提
出
、

質
問
第

一
一
号
）
　
　
　
　
・

生
活
保
護
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（山
井
和
則
君
提
出
、

質
問
第

一
二
号
）

救
急
医
療
提
供
体
制
の
充
実
に
関
す
る
質
問
主
意
書

（阿
部
知
子
君
提
出
、

質

問
第

一
三
号
）

午
後
三
時
三
十
五
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！

議
院
運
営
委
員
会
議
録
　
第

一
号

国
際
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
防
止
及
び
我
が
国‐
の
協
力
支
援
活
動
並
び
に
イ
ラ
ク
人
道

復
興
支
援
活
動
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会
議
録
　
第

一
号

参
議
院
議
院
運
営
委
員
会
会
議
録
　
第

一
号

午
後
四
時
二
十
分

所
得
税
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（内
閣
提
出
第
二
号
）

道
路
理
備
費
の
財
源
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

（内
閣
提
出
第
四
号
）

午
後
五
時
二
十
五
分

7



○
第
百
六
十
八
回
国
会
書
類
配
付
　
今
一千
一一百
次
の
第
豆
ハ十
八

回
国
会
書
類
を
文
書
函
に
配
付
し
た
。

第
百
六
十
八
回
（臨
時
）
国
会
の
会
期
は
十

一
月
十
日
ま
で
六
十
二
日
間
と
す
る

の
件
（議
長
発
議
い
重
動

一
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

災
害
対
策
を
樹
立
す
る
た
め
委
員
四
十
人
よ
り
な
る
災
害
対
策
特
別
委
員
会
（

政
治
倫
理
の
権
立
及
び
公
職
選
挙
法
改
正
に
関
す
る
調
査
を
行
う
た
め
委
員
四

十
人
よ
り
な
る
政
治
倫
理
の
確
立
及
び
公
職
選
挙
法
改
正
に
関
す
る
特
別
委
員

会
、

沖
縄
及
び
北
方
問
題
に
関
す
る
対
策
樹
立
の
た
め
委
員
二
十
五
人
よ
り
な

る
沖
縄
及
び
北
方
問
題
に
関
す
る
特
別
委
員
会
ド

青
少
年
問
題
の
総
合
的
な
対

策
を
確
立
す
る
た
め
委
員
二
十
五
人
よ
り
な
る
青
少
年
問
題
に
関
す
る
特
別
委

員
会
及
び
北
朝
鮮
に
よ
る
泣
致
等
に
関
す
る
諸
問
題
を
調
査
し
そ
の
対
策
樹
立

に
資
す
る
た
め
委
員
二
十
五
人
よ
り
な
る
北
朝
鮮
に
よ
る
泣
致
問
題
等
に
関
す

る
特
別
委
員
会
を
設
置
す
る
の
作
（議
長
発
議
、

重
動
二
）

国
際
テ
ロ
，
ズ
ム
の
防
止
及
び
我
が
国
の
協
力
支
援
活
動
並
び
に
イ
ラ
ク
に
お

け
る
人
道
復
興
支
援
活
動
及
び
安
全
確
保
支
援
活
動
等
の
諸
問
題
を
調
査
す
る

た
め
委
員
四
十
五
人
よ
り
な
る
国
際
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
防
止
及
び
我
が
国
の
協
力

支
援
活
動
並
び
に
イ
ラ
ク
人
道
復
興
支
援
活
動
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会
を
設

置
す
る
の
件
（議
長
発
議
、

重
動
三
）

永
年
在
職
の
議
員
藤
井
裕
久
君
、

柳
澤
伯
夫
君
及
び
川
崎
二
郎
君
に
対
し
院
議

を
も
っ
て
功
労
を
表
彰
す
る
こ
と
と
し
表
彰
文
は
議
長
に

一
任
す
る
の
件

（議

長
発
議
、

重
動
四
）

本
国
会
の
会
期
を
十
二
月
十
五
日
ま
で
二
十
五
日
間
延
長
す
る
の
件

（議
長
発

議
、

重
動
五
）

本
国
会
の
会
期
を
平
成
二
十
年

一
月
十
五
日
ま
で
三
十

一
段
間
延
長
す
る
の
件

（議
長
発
議
、

重
動
六
）
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！

憲
法
第
五
十
九
条
第
五
項
に
基
づ
き
、

テ
ロ
対
策
海
上
阻
止
活
動
に
対
す
る
補

給
支
援
活
動
の
実
施
に
関
す
る
特
別
措
置
法
案
の
本
院
議
決
案
を
議
題
と
し
、

直
ち
に
再
議
決
す
べ
し
と
の
動
議
（大
島
理
森
君
外
百
三
名
提
出
、

重
動
七
）

国
家
基
本
政
策
委
員
会
、

予
算
委
員
会
及
び
懲
罰
委
員
会
を
除！
く
内
閣
委
員
会

外
十
三
常
任
委
員
会
並
び
に
災
害
対
策
特
別
委
員
会
外
五
特
別
委
員
会
に
お
い

て
各
委
員
会
か
ら
申
出
の
あ
っ
た
案
件
に
つ
い
て
閉
会
中
審
査
す
る
の
作

（議

長
発
議
ぃ
重
動
八
）

決
算
目
次
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

国
有
財
産
増
減
及
び
現
在
額
総
計
算
害
並
び
に
国
有
財
産
無
償
貸
付
状
況
総
計

算
書
目
次

承
諸
を
求
め
る
の
件
目
次

日
本
放
送
協
会
の
財
産
目
録
、

貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
国
次

条
約
目
次
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

内
閣
提
出
法
律
案
目
次

承
認
を
求
め
る
の
件
目
次

議
員
提
出
法
律
案
目
次

参
議
院
議
員
提
出
法
律
案
目
次

重
要
動
議
目
次

質
問
主
意
書
目
次
　
　
　
　
　
　
　
　
‐

官
報
号
外
　
参
議
院
会
議
録
　
第
十
五
号
盆

月
九
日
付
）

総
務
委
員
会
議
録
　
第
十
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！

議
院
運
営
委
員
会
議
録
　
第
二
十
二
号
（閉
会
中
審
査
）
　

　

　

　

！

議
院
運
営
委
員
会
図
書
館
運
営
小
委
員
会
議
録
　
第

一
号
（閉
会
中
審
査
）

議
院
運
営
委
員
会
庶
務
小
委
員
会
議
録
　
第
二
号
（閉
会
中
審
査
）

参
議
院
内
閣
委
員
会
会
議
録
　
第
八
号

同
　
　
外
交
防
衛
委
員
会
会
議
録
　
第
十
八
号

同
　
　
議
院
運
営
委
員
会
（聞
会
後
Ｘ
ズ
議
録
　
第

一
号

○

参

考

書

配

付

　

今
一
千

一一百

次
の
参
考
書
を
各
警

員
△
ズ
館
議
員
事
務
室
に

配
付
し
た
。

第
百
六
十
八
回
国
会
（臨
時
会
）
通
過
議
案
要
旨
集
（速
報
版
）

調
査
局
調
査
情
報
課

平
成
二
十
年

一
月
二
十
三
日
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衆議院事務局

　

会議録等の文書
作成・取得

永久保存
・利用

会議に関する文書

　

作成・取得

保　　　存
（３０年・１０年・５年・３年・１年）

保存期間満了

・日本国憲法　第５７条第２項
・衆議院規則　第６２条、第２０５条

・衆議院事務局の保有する議院行政文書の
開示等に関する事務取扱規程の対象外

　　　　　　議院行政文書

・衆議院事務局文書取扱規程

・衆議院事務局の保有する議院行政文書
の開示等に関する事務取扱規程の対象

憲政記念館

保存・利用

・憲政記念館資料取扱基準

・衆議院事務局の保有する議院行政文書の開示
等に関する事務取扱規程の対象外

廃棄移管

保存期間延長

保　　　存

会議の運営及び
調査に関する文書

作成・取得

保　　　存
（３０年・１０年・５年・３年・１年）

衆議院事務局文書取扱規程の
例による

移管

保存期間満了

廃棄
移管

保存期間延長
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